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１ 人生の最終段階のケアについて 
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出典：「人口動態統計」（厚生労働省大臣官房統計情報部） 

注：老人ホームとは、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム及び有料老人ホームをいう。 
  1994年までは介護老人保健施設及び老人ホームでの死亡は、自宅又はその他に含まれている。 

医療機関 

介護老人保健施設・老人ホーム 

自宅 

その他 

日本人の死亡場所は、自宅が減少し医療機関の割合が伸びる傾向が続いた結果、近年では約８割が医療
機関で死亡している。 

死亡場所の推移 
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在宅療養に関する都民の意識 

痛みだけ

は取り除

いてほし

い, 60.8% 

自然にま

かせ、特

に治療せ

ずに過ご

したい, 
20.7% 

できる限り

の積極的

な治療を

行ってほし

い, 11.7% 

わからな

い, 6.5% 
その他, 

0.4% 

1.8% 

0.8% 

9.9% 

11.4% 

14.4% 

16.8% 

24.8% 

28.4% 

47.7% 

73.6% 

特に理由はない 

その他 

訪問看護や介護の体制が不十分だから 

往診してくれる医師がいないから 

お金がかかるから 

看護や介護をしてくれる家族がいないから 

療養できる部屋やトイレなど住宅環境が整っていないから 

在宅医療や在宅介護でどのようなケアを受けられるかわからないから 

急に病状が変わったときの対応が不安だから 

家族に負担をかけるから 

③在宅療養の実現は難しいと思う理由 

④在宅療養終末期の治療方法 

①で「理想として自宅で療養を続けたいと思わない」と答えた人、および②で在宅療養の「実現は難しいと思う」と答えた人に、
その理由を聞いた。 

 

在宅療養が終末期の段階になった
ら、どのような治療を望むかを聞い
た。 

 

そう思う, 
42.1% 

そう思わな

い, 47.0% わからない, 
10.8% 

無回答, 
0.1% 実現可能だ

と思う, 
22.3% 

実現は難し

いと思う, 
59.7% 

わからない, 
18.0% 

①在宅療養希望の有無 ②在宅療養の実現性 

長期の療養が必要になった場合、理想として自宅で療養を続けた
いと思うか聞いた。 

 

①で「理想として自宅で療養を続けたい」と答えた人に、 

自宅での療養が実現可能か聞いた。 

 

出典：東京都生活文化局「スポーツ・運動と保健医療に関する世論調査」（平成24年2月） 

 都民の約４２％が長期療養の必要がある場合に在宅での療養を続けたいと思っているが、そのうちの約６０％は 
実現は難しいと回答している。 
 その理由として、家族に負担をかけることや急に病状が変わったときの対応への不安等が挙げられている。 
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２ 介護ロボットの活用について 
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介護ロボットに関する意識（住民） 

利用したい, 

24.7% 

どちらかといえ

ば利用したい, 

35.1% 

わからない, 

6.4% 

どちらかといえ

ば利用したくな

い, 19.3% 

利用したくな

い, 14.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用してほし

い, 35.1% 

どちらかとい

えば利用して

ほしい, 30.0% 

わからない, 

5.6% 

どちらかとい

えば利用して

ほしくない, 
14.9% 

利用してほしく

ない, 14.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①介護をする際の介護ロボット利用意向 ②介護を受ける際の介護ロボット利用意向 

③介護ロボットを選ぶ際の重視点（複数回答） 

出典：内閣府「介護ロボットに関する特別世論調査」（平成２５年８月） 
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

わからない 

特にない 

その他 

広告・宣伝でよく見かけること 

デザインが良いこと 

有名企業が販売していること 

企業に多くの販売実績があること 

周囲の評判が良いこと 

国、自治体から推奨されていること 

あまり場所をとらないこと 

清掃や消耗品交換などの維持管理が簡単なこと 

使用者の不注意でケガをした場合に備えた保険制度があること 

介護保険給付の対象であること 

安全認証を取得していること 

価格が安いこと 

操作が簡単であること 
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介護ロボットに係る意識（事業者） 
出典：神奈川県介護ロボット普及推進研究会「平成24年度・25年度介護ロボット普及推進事業報告書」より、介護ロボットに関する意識   
           調査票集計結果  抜粋 
      ※対象者   ：神奈川県内の全介護事業所の管理者及び介護職員 
      ※実施機関：平成25年10月 
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ア 導入の現状 
はい, 4.3% いいえ, 95.5% 無回答, 0.2% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい, 41.0% 
いいえ, 
54.9% 

無回答, 4.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

② ①でいいえと答えた人にお聞きします。 

 今後、「介護ロボット」を導入したいと思いますか。 

 

①「介護ロボット」を導入していますか。 

イ 導入意向 

11.3% 

2.3% 

3.6% 

4.5% 

6.8% 

11.3% 

14.5% 

22.6% 

40.3% 

0.0% 20.0% 40.0%

その他 

階段昇降 

入浴 

見守り 

オムツ・排せつ 

リハビリ・自立支援・歩行援助 

介護者の負担軽減・腰痛予防等 

会話・癒し・コミュニケーション 

移乗・移動 
③ ②ではいと答えた方にお聞きします。 

 どのような「機能」を導入したいですか。 
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はい, 63.1% いいえ, 30.4% 無回答, 6.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

④ 今後、「介護ロボット」の導入は必要だと 
 思いますか。 
 

ウ 導入の必要性 

⑤ ④ではいと答えた人の必要だと思う理由 

  

⑥ ④でいいえと答えた人の必要だと思わない理由 

  

10.9% 

12.4% 

3.8% 

4.1% 

21.8% 

50.9% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無記入 

その他 

人とロボットの活用 

自立支援 

人手不足の解消 

介護負担の軽減 

50.0% 

19.5% 

4.3% 

4.3% 

8.5% 

13.4% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無記入 

その他 

コスト・安全性 

介護負担の軽減 

必要性がない 

介護は人の手 
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エ 認識のギャップ 

⑦ 「介護ロボット一覧」（※）をご覧になって資料 
 提示前と認識ギャップはありますか。 
（※調査票に67の介護ロボット一覧が添付されていた。） 

⑧ 「介護ロボット」の活用によって、 
 介護労働の負担は軽減すると思いますか。 

オ 介護負担の軽減 

キ 人手不足の解消 

カ 自立支援 

⑨ 「介護ロボット」の活用によって、 
 利用者（被介護者）の自立支援に役立つと 
 思いますか。 

⑩ 「介護ロボット」の活用によって、 
 人手不足は解消できると思いますか。 

ク 安全性 

⑪ 現在、販売またはレンタルされている「介護  
 ロボット」は安全だと感じますか。 

はい, 67.0% いいえ, 27.8% 無回答, 5.2% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい, 57.5% いいえ, 33.8% 無回答, 8.7% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい, 30.6% いいえ, 63.3% 無回答, 6.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい, 38.6% いいえ, 49.5% 無回答, 11.9% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい, 42.3% いいえ, 51.9% 無回答, 5.8% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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ケ 普及の課題 

⑫ 今後、ロボットを普及していくためには、特にどのような対策が必要（あるいは有効）だと思いますか。（選択式・複数選択可） 

3.0% 

67.5% 

67.5% 

55.3% 

79.4% 

54.7% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

その他 

ロボットへの理解 

安全性 

機能・性能 

価格 

操作性 

                主な意見 

・どんなに性能が良くても操作が複雑では、特に被介護者が 
自分で操作するには無理がある。 
・高齢なスタッフが多いためどのように操作するか覚えるのに 
時間がかかる 

・人件費と比較して安くならないと難しい 
・人員基準＋費用（ロボット）となると経営は難しい 
 

・人と同じようなことができる性能がなければ使いづらい 

・何度かの研修で操作を皆が習得できるレベルにし、安全 
（介護者・要介護者）が必ず守られるものを望む 
・事故が起きたときの責任問題が課題 

・介護を受ける側のロボットへの抵抗を無くさなければ 
導入は難しい 
・事業所や施設等、用途が違うと思うのでどういったものが 
あるのか知りたい 

・まずは実際に触れ、使ってみる機会がないことには必要性 
や役立つかどうかの判断がつかない 
・介護負担は軽減できても、利用者の心のケアができるかは 
疑問であり、課題 


